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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は核内受容体スーパーファミリーに属し、そのメンバーはリガンド結合ドメインとDNA結合ドメインを特徴とする転写因子です。コードされているタンパク質はシトクロムP450遺伝子CYP3A4の転写調節因子であり、9-シスレチノイン酸受容体RXRとのヘテロ二量体としてCYP3A4プロモーターの応答配列に結合します。デキサメタゾンやリファンピシンなど、CYP3A4を誘導する様々な化合物によって活性化されます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写産物が報告されており、その中には非AUG（CUG）翻訳開始コドンを使用するものもあります。他にも転写産物バリアントが存在しますが、それらは完全には解析されていません。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	NR1I2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	NR1I2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。

